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・ ・ ・ ・ ・ ・
自己
に関する監督及び重要な判断をもつ


























































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・
についていっそう理性的に判断する能力

































  G.W.F.Hegel,Gesammelte Werke 5, hrsg. von der Rheinisch-Westfäl ischen Akademie der 







  G.W.F.Hegel,Grundlinien der Philosophie des Rechts oder Naturrecht und Staatswissenschaft im 
Grundrisse,Werke in 20 Bänden,Bd.7,Suhrkamp Verlag, Frankfurt am Main 1970. 
  邦訳は、藤野渉・赤沢正敏訳『法の哲学』（中央公論新社、2001年）を参照した。 
 ・第１回講義録 
  G.W.F.Hegel, Die Philosophie des Rechts, Die Mitschriften Wannenman(Heidelberg 1817/18)und 
Homeyer (Berlin 1818/19),hrsg.eingeleitet und erläutert von Karl-Heinz Ilting, Stuttgart 1983. 
 ・第５回講義録 
  G.W.F.Hegel,Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818-1831,Edition und Kommentar in sechs 




  G.W.F.Hegel,Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818-1831,Edition und Kommentar in sechs 
Bänden von Karl-Heinz Ilting, Stuttgart-Bad Cannstatt 1973,Bd.4. 
  邦訳は、長谷川宏訳『法哲学講義』（作品社、2000年）を参照した。 
 
※上記文献からの引用ないし参照箇所については、次のように本文中に明記した。「ドイツ憲法
論」は原文ページと邦訳ページを（憲法論S． 、 頁）と、『要綱』は節数と原文ページを（第  








（２）Cf.Z.A.Pelczynski, The Hegelian conception of the state, in Z.A.Pelczynski(ed.)：Hegel's Political Philosophy 











































（17）Ibid., p.179. 邦訳、279頁。  
（18）Alice Ormiston,Love and Politics Re-interpreting Hegel(State University of New York Press,2004),p.9. 
（19）山脇氏は、今なぜ公共哲学に注目が集まっているのか、その問いに答えるかたちで本課題について次
のように言及している。「私たちは『公共性』と聞くと、何やら国家や政府が担い手となって実現すべ
きあれこれ、といった漠然としたイメージを抱きがちです。しかし、近年、NPOやNGOなどの新しい公
共性の担い手が急速に台頭してきました。こうした事情がいかなる意味をもつのかを探求する学問とし
て、公共哲学に注目が集まっているのです」（山脇８頁）。 
